
 

 

 

 

 

     

～創立 20周年を迎えました～   

                                  

 

会長の沼田 正人さん、副会長の糟谷 千枝子さんからお話を伺いました 

◆ 記念式典を終えて 

10 月 27 日水戸京成ホテルに於いて創立 20 周年記念 

式典が行われ、山口副知事をはじめ多くの方々にご出席 

を頂きました。茨城県立健康プラザ管理者の大田 仁史 

氏から介護の重要性について力強い応援メッセージを頂 

き、式典後には福祉職を長く経験された高萩市長 草間  

吉夫氏による記念講演が行われました。改めて 20 年の 

節目に式典を行うことが出来た喜びと、会を支えて下さ 

った多くの方々への感謝の気持ちで一杯になりました。 

                          ◆ 会の創立当時と現在を比べて変化したことは？ 

 昭和 38 年に老人福祉法が制定され｢介護｣が職業として認め 

られましたが家庭の介護の延長線に過ぎませんでした。昭和６２ 

年にやっと「介護福祉士」が国家資格となり、後に当会も任意 

団体としてスタートしましたが、昨年は「一般社団法人 茨城 

県介護福祉士会」を設立することが出来ました。 

 20 年前は介護の殆どが家族で行われ、担い手は女性でしたが 

最近では、家庭の中でも介護に参加する男性が増えているよう 

です。職場の状況としては男女の区別は少なく、介護施設の管 

理職の中には女性が多いのが特徴です。茨城県介護福祉士会員 

は平成 25 年 12 月現在で、男性 103 名（27%）女性 281 名（７３％）ですが、発足当時に較べると 

かなり男性の割合が増えています。これは利用者との「同性介護」のニーズも一因かと思われます。 
  

◆ 今後の活動への想い 

専門性の向上に努めたい。会では生涯研修制度として講習や研修会等を実施し、会員の資質と技術の向 

上に取り組んでいます。専門性を持つことによりキャリアアップした介護福祉士として仕事が出来ます。 

今後１～２年のうちに「認定専門介護福祉士」の制度が制定される予定となっています。 

10 年後に「団塊の世代」806 万人が 75 歳以上の高齢者になりますが、そのラッシュ時をどう支えら 

れるか、大きな課題も見えてきます。 
 

◆ 普段から気をつけていることを教えてください 

対人援助職は自分自身が道具のようなものであり、 燃え尽きてしまうことが危険です。会員たちは情 

報交換をし、それぞれが職場以外でも様々な活動でリフレッシュしています。多くの方たちと巡り合い、 

色々な角度からものを見ることが大切！利用者と接する時には精神的な豊かさが必要だと考えています。 

    

      

 

 

お問い合わせ 【一般社団法人 茨城県介護福祉士会】 

〒310-0851 茨城県水戸市千波町 1918 番地 茨城県総合福祉会館５階 TEL:029-353-7246 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中小企業診断士の宮田貞夫さんから、創業の成功事例や失敗事例を交え、創業する際の心構

えや注意点をわかりやすく解説していただきました。さらに、創業チャレンジ相談会では個

別相談にてそれぞれに抱える悩みや不安に対し、的確なアドバイスを受けることができ、多

くの方が相談会へ参加されました。 

中小企業診断士の宮田貞夫さんをコーディネーターとして、(有)ピュアメイト取締役の 

土屋恵子さんと(株)リーゾ代表取締役の門奈理佐さんより、創業体験を通して感じられ

た苦労や工夫、経営者としての考え方など大変貴重なお話を伺いました。 

税理士の樋田雅美さんより、創業時に必要な経営の基礎となる会計の知

識や申告方法、決算書の書き方等わかりやすくご指導いただきました。 

特定社会保険労務士の川田志津子さんより、女性起業家の現状や会社設立時に重

要となる諸手続きのポイント等を詳しくご指導いただきました。 

(株)ピコサーム代表取締役の石川佳寿子さんより、起業時から現在に至る取り組み

や質疑応答を交え、起業家としてのアドバイスをいただき、常陽ビジネスアワード

受賞のポイントについても教えていただきました。 

・具体的にどう取り組めばよいか分からなかったことが、参加してよく分かった。 

・女性がいきいきと活動している姿に感動した。 
・会社設立はそれほど難しいものではないとわかり、チャレンジしてみようと決心できた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 フェイスクリエーターの菊池晶子さんを講師にお迎えし、自分らしく笑

顔を引き立てるポイントメイクのコツを教えていただきました。 

 「メイクとは、自分に自信をつけるものであり、メイクアップではなく

ダウンしてはいけない」という言葉から始まり、普段聞くことのできない

貴重なプロのメイク術を学ぶことができ、参加者の皆さんも熱心にメモを

取られていました。演習時には、参加者の方々に直接ご指導いただく場面

もあり、ご自身の変化に大変驚かれていました。 

 メイクを通して、「なりたい自分になる」ことが、見た目だけでなく心

の変化にも繋がる素晴らしいセミナーとなりました。 

 参加者の方からも、仕事をする目的で参加したが、自分自身がキラキラ

輝いてこそ仕事にも家にも良い結果が残せるのだと気づき、毎日を大切に

過ごしたいとの感想をいただきました。 

   茨城県精神保健福祉センターより臨床心理士であ
る小原昌之氏をお迎えし、「精神保健に関わる問題の
援助や面接のポイント」と題して、男女共同参画関係
相談員等を対象とした「平成２５年度男女共同参画関
係相談員等会議」を１０月２日（水）に開催しました。 
 小原氏より、相談者への対応のあり方や相談員自身
のセルフケアの重要性など、実例を交えて、わかりや
すくお話をいただきました。 
 その後、グループにて、各市町村の相談業務につい
て情報及び意見交換が行われました。 
 身近な問題の解決にも、男女共同参画の視点を活か
せるよう、今後も連携を深めていきたいと思います。 

 NPO法人子連れスタイル推進協会に所属され、自身も子育

て中のお母さんでもある白坂ゆきさんを講師にお迎えし、ス

ムーズな職場復帰を実現するため、子育てと仕事の両立への

葛藤や同僚・上司への配慮など、産後の復職者を例に、陥り

がちな傾向や自己分析の方法を教えていただきました。 

 自分の中にある勘違いから脱却し、周りの方々から好感を

もたれるような働き方とは何か、ということを改めて考えさ

せられるとても貴重なセミナーとなりました。参加者の方か

らは、責任を持って仕事ができるよう頑張りたいとの声が寄 

  せられました。 

ワーク・ライフ・バランスシンポジウムを 

開催しました！ 

茨城県といばらきワーク・ライフ・バランス推
進協議会の主催により「男女共同参画推進月間」
における事業の一環として、１１月２８日（木）
にワーク・ライフ・バランスシンポジウムを開催
しました。茨城大学の清山玲教授による「女性の
活躍とワーク･ライフ･バランス」と題する講演、
続くパネルディスカッションでは、先進的な取り
組みの企業・連合茨城・社会労務士により、今後
の女性の活躍には何が必要か、それぞれの立場で
熱心に話し合われました。 
併せて、男女共同参画の推進に功績のあった個

人・団体・事業所を表彰する「ハーモニー功労賞」
の表彰式を行いました。 

 

「ハーモニー功労賞」受賞者のみなさん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ★ 詳細は決まり次第チラシにてお知らせ致します。 

子連れ参加・託児 OK の講座もあります。 

 

 

  

                                                         

 

 

 

 

                                     

 

茨城県知事公室女性青少年課                  

女性プラザ男女共同参画支援室                 

〒310-0011 水戸市三の丸１－７－４１            

電話 ０２９（２３３）３９８２                

FAX ０２９（２３３）１３３０                

URL http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/bugai/josei/danjo/challenge/index.html 

実施日時 テーマ 場所 

２／１８（火） 

10:00～12:00 

女性のための知って得する 

やさしいマネープランセミナー 女性プラザ男女 

共同参画支援室 ３／１２（水） 

13:00～15:00 
いっしょに学ぼう介護の基本講座（仮題） 

実施日時 テーマ 場所 

１／２６（日） 

13:30～15:30 
ワーママカフェ「子育て＋仕事＝楽しい」 県西生涯学習センター 

・水戸駅から日立方面に向か 

 って徒歩１０分 

・車でお越しの方は三の丸庁 

 舎（旧県庁舎）の駐車場を 

 ご利用ください。 

「ハーモニーフライトいばらき２０１３」海外研修を行いました！ 

 

 県が女性人材育成事業として茨城県女性団体連盟への委託で実施してい
る「ハーモニーフライトいばらき２０１３」では、去る９月２９日（日）から 
１０月６日（日）の８日間、川澄リーダーの下、研修員１５名がスウェー
デンとフランスの２ヶ国にて海外研修を行いました。 
今回の海外研修は、「子育て・まちづくり」「福祉・生涯学習」をテーマ

で実施しました。スウェーデンでは、市立保育所の「プレスクール・タッ
パン」や高齢者向けディアクティビティーセンターである「テラス・フリ 

 

プレスクール・タッパンにて子どもたちと 

ーティーズセンター」を視察。それぞれの施設で、
生き生きと過ごす子どもたちや高齢者の方と交流
することができました。フランスでは、カリエー
ル市の市役所・市立家庭保育所・保育ママセンタ
ー等を視察し、さらに、ユネスコパリ本部を訪問
し、ジェンダー平等部プログラム専門官として活
躍している日本人女性、竹下麦穂さんから、ジェ
ンダー平等政策・活動及び、労働・子育てについ
てお話いただきました。 

 なお、詳しい研修結果は、平成２６年２月１４日（金）
レイクエコー（行方市）で開催予定の「茨城県女性団
体連盟のつどい」において報告されます。お楽しみ
に！ 

※２月は、つくば市で開催予定です。 


